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課題名 創薬ターゲットとして重要なヒト膜タンパク質の生産及び結晶化支援基盤  
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【課題概要】  
これまでに成功した三つのGPCRのX線結 
晶構造解析で立ち上げた技術をさらに使い 
易いものへと「高度化」すると共にこれらの 
技術を広く外部の研究者に提供する。 

【運営体制】  
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安定化 
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【連絡先】  

小林担当 

白石担当 村田担当 

京都大 
小林拓也（t-coba@mfour.med.kyoto-u.ac.jp） 
千葉大 
村田武士（t.murata@faculty.chiba-u.jp） 
九州大 
白石充典（shiroish@phar.kyushu-u.ac.jp）  

【支援に供する技術】 
 
①膜タンパク質の発現技術 
②膜タンパク質の精製技術 
③膜タンパク質の結晶化技術 
④膜タンパク質の性状評価技術 
⑤高難度膜タンパク質の生産技術 

【高度化研究】 

高難度 
膜タンパク質 

の生産 
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安定化技術完成（支援に提供） 
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支援に提供 
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【これまでの研究実績と創薬等PFにおける事業内容】  

・出芽酵母を用いて安定化 
・メタノール資化酵母で生産 
・脂質キュービックフェーズ法 

ヒト・ヒスタミンH1受容体 

ヒト・アデノシンA2a受容体／抗体
複合体 

ヒト・ムスカリンM2受容体 

・昆虫細胞で生産 
・低品質結晶の品質改善 
・脂質キュービックフェーズ法 

・メタノール資化酵母で生産 
・不活性型固定化抗体を作製 
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